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平
成
27
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
23
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市

長
か
ら
新
年
度
の
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
、
新
た
に
幸
手
駅
西

口
土
地
区
画
整
理
事
業
の
特
別
会
計
を
加
え
た
８
件
、
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
案
件
な

ど
含
む
34
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
期
中
の
追
加
議
案
１
件
を
合
わ
せ
、
全
議
案

と
も
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

市税の前年度比較 市
民
税
は  

　
　
　マイ
ナ
ス

前
年
度
比

市
税
は
前
年
度
比
1.2
％
減
の
61
億
４
９
３
２
万
5
千
円

地
方
交
付
税
は
20
億
５
千
万
円
で
0.5
％
の
減

市
税
は
前
年
度
比
1.2
％
減
の
61
億
４
９
３
２
万
5
千
円

地
方
交
付
税
は
20
億
５
千
万
円
で
0.5
％
の
減

平成27年度予算を可決平成27年度予算を可決
一般会計 162億円（ ）前年度比

3 . 8 ％ 増

区分

市民税 2,940,237 2,960,715 △0.7

⑴個人 2,593,774 2,612,890 △0.7

⑵法人 346,463 347,825 △0.4

固定資産税 2,463,124 2,501,283 △1.5

軽自動車税 90,800 82,146 10.5

市たばこ税 383,205 408,859 △6.3

都市計画税 271,959 273,916 △0.7

合計 6,149,325 6,226,919 △1.2

増減比平成27年度
予　算　額

平成26年度
予　算　額

（単位：千円・％）

歳 入予算額構成比予算額構成比

　
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
う
ち
、

個
人
市
民
税
は
、
景
気
回
復
の
期

調
は
見
ら
れ
ず
、
前
年
度
比
0.7
％

の
減
。
固
定
資
産
税
は
評
価
替
え
の
年

で
あ
り
1.5
％
減
、
た
ば
こ
税
も
6.3
％
の

減
。
軽
自
動
車
税
の
み
前
年
度
比
10
・

5
％
増
の
9
0
8
0
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
税
全
体
で
は
1.2
％
の
減
額
計

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
は
地
方
交
付
税
が
前

年
度
に
比
べ
0.5
％
、
額
に
し
て
１
千

万
円
の
減
。
地
方
消
費
税
交
付
金
は

前
年
度
よ
り
19
・
5
％
増
の
6
億
3

千
万
円
。
う
ち
、
社
会
保
障
財
源
分

と
し
て
、
2
億
5
9
4
0
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
土
木
費
国
庫
補
助

金
で
は
、
道
路
橋
り
ょ
う
費
補
助
金

8
2
0
0
万
5
千
円
。
圏
央
道
関
連

で
5
億
9
9
5
0
万
円
。
駅
舎
・
自

由
通
路
関
係
分
と
し
て
1
2
6
1
万

7
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成27年度特別会計
（水道事業を除く）

会　　計　　名 予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計
合 　 　 　 　 　 　 計

81億   331万3千円
4億8,164万1千円

34億4,319万5千円
2,892万9千円

12億3,653万4千円
3億1,227万円  　  

136億   588万2千円

歳 出
　
歳
出
全
体
の
35
・
８
％
を
占
め

る
民
生
費
は
、
前
年
度
比
0.9
％
、

額
に
し
て
5
4
0
5
万
9
千
円
増

の
58
億
79
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
障
が
い
福
祉
関
係
費
が
別
立

て
と
な
り
、
障
が
い
福
祉
支
援
費
11
億

4
3
7
5
万
5
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。

　
繰
出
金
は
介
護
保
険
特
別
会
計
に
、

5
億
4
8
6
万
8
千
円
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
に
1
億
1
1
6
7
万
1

千
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
は

2
億
3
1
5
0
万
5
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
さ
く
ら
小
・
権

現
堂
川
小
へ
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

室
新
設
工
事
に
6

千
万
円
。吉
田
小
・

八
代
小
の
ク
ラ
ブ

室
新
設
設
計
業
務

委
託
料
や
、
第
2

保
育
所
建
設
工
事

実
施
設
計
業
務
委

託
料
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
で
は
、

住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
金
3
0
0

万
円
を
計
上
。

　
土
木
費
で
は
、
橋
り
ょ
う
新
設
改
良

費
と
し
て
、
古
川
橋
架
替
工
事
に
1
億

3
5
6
5
万
円
。
ま
た
、
新
た
に
設
け

ら
れ
た
幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
1
億
4
8
0

6
万
9
千
円
が
計
上
さ
れ
、
事
業
が
進

め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
駅
橋
上
化
お
よ

び
自
由
通
路
整
備
工
事
負
担
金
1
億
4

0
9
4
万
2
千
円
を
計
上
、
今
夏
に
は

仮
駅
舎
工
事
が
施
工
さ
れ
ま
す
。

　
教
育
費
で
は
、
幸
手
市
立
図
書
館
お

よ
び
新
た
に
開
設
さ
れ
た
香
日
向
分
館

を
あ
わ
せ
て
指
定
管
理
を
行
い
ま
す
。

両
図
書
館
の
指
定
管
理
料
と
し
て
8
5

9
8
万
5
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
費
が

予
算
構
成
比
の
35
・
８
％
占
め
る

民
生
費
が

予
算
構
成
比
の
35
・
８
％
占
め
る

　
小
河
原

　浩
和
議
員

　
扶
助
費
を
始
め
と
す
る
市
民
生
活
に

直
結
す
る
事
業
や
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
。
子
育
て
応
援
事
業
と
し
て
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
の
設
置
事
業
や

活
動
助
成
事
業
補
助
金
の
新
設
、
交
通

弱
者
へ
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
や
ソ
フ
ト
面
に
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
予
算
編
成
を
高
く
評
価
す
る
。

　
小
林

　順
一
議
員

　
幸
手
市
の
将
来
に
希
望
を
持
ち
、
さ

ら
な
る
前
進
を
目
指
す
た
め
、
先
行
投

資
的
な
事
業
実
施
は
必
要
で
あ
る
。
市

民
の
期
待
す
る
幸
手
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
、
橋
上
駅
舎
、
東
西
自
由
通

路
の
建
設
、
利
用
者
の
利
便
性
を
重
視

し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
な
ど
の
予

算
に
公
明
党
は
賛
成
す
る
。

　
大
久
保

　忠
三
議
員

　
駅
の
橋
上
化
、
自
由
通
路
の
建
設
、

幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
が
一

体
と
な
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
ま
た
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
さ
く
ら
小
、

権
現
堂
川
小
の
新
設
工
事
。
耐
震
面
で

心
配
で
あ
っ
た
第
2
保
育
所
の
建
設
工

事
実
施
設
計
業
務
委
託
が
計
上
さ
れ
た
。

　

歳 出

歳 入

賛
成
討
論

市税
38.0％

61億4,932万5千円

市税
38.0％

61億4,932万5千円

国・県からの
補助金など

23.6％
38億2,115万6千円

国・県からの
補助金など

23.6％
38億2,115万6千円

地方交付税
12.6％

20億5,000万円

地方交付税
12.6％

20億5,000万円
民生費
35.8％

58億79万円

民生費
35.8％

58億79万円

土木費
16.9％

27億4,646万6千円

土木費
16.9％

27億4,646万6千円

総務費
11.3％

18億2,572万8千円

総務費
11.3％

18億2,572万8千円

衛生費
10.7％

17億2,914万6千円

衛生費
10.7％

17億2,914万6千円

教育費
9.3％

15億802万円

教育費
9.3％

15億802万円

公債費
7.2％

11億5,929万1千円

公債費
7.2％

11億5,929万1千円

消防費
5.7％

9億1,812万9千円

消防費
5.7％

9億1,812万9千円
商工費など

3.1％
5億1,243万円

商工費など
3.1％

5億1,243万円

使用料・手数料、
基金取崩しなど

10.3％
16億7,071万9千円

使用料・手数料、
基金取崩しなど

10.3％
16億7,071万9千円

市債
9.7％

15億6,580万円

市債
9.7％

15億6,580万円

国・県からの交付金など
5.8％

9億4,300万円

国・県からの交付金など
5.8％

9億4,300万円
自主財源合計
48.3％

依存財源合計
51.7％
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（2）（3）

　
平
成
27
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
23
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市

長
か
ら
新
年
度
の
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
、
新
た
に
幸
手
駅
西

口
土
地
区
画
整
理
事
業
の
特
別
会
計
を
加
え
た
８
件
、
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
案
件
な

ど
含
む
34
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
期
中
の
追
加
議
案
１
件
を
合
わ
せ
、
全
議
案

と
も
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

市税の前年度比較 市
民
税
は  

　
　
　マイ
ナ
ス

前
年
度
比

市
税
は
前
年
度
比
1.2
％
減
の
61
億
４
９
３
２
万
5
千
円

地
方
交
付
税
は
20
億
５
千
万
円
で
0.5
％
の
減

市
税
は
前
年
度
比
1.2
％
減
の
61
億
４
９
３
２
万
5
千
円

地
方
交
付
税
は
20
億
５
千
万
円
で
0.5
％
の
減

平成27年度予算を可決平成27年度予算を可決
一般会計 162億円（ ）前年度比

3 . 8 ％ 増

区分

市民税 2,940,237 2,960,715 △0.7

⑴個人 2,593,774 2,612,890 △0.7

⑵法人 346,463 347,825 △0.4

固定資産税 2,463,124 2,501,283 △1.5

軽自動車税 90,800 82,146 10.5

市たばこ税 383,205 408,859 △6.3

都市計画税 271,959 273,916 △0.7

合計 6,149,325 6,226,919 △1.2

増減比平成27年度
予　算　額

平成26年度
予　算　額

（単位：千円・％）

歳 入予算額構成比予算額構成比

　
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
う
ち
、

個
人
市
民
税
は
、
景
気
回
復
の
期

調
は
見
ら
れ
ず
、
前
年
度
比
0.7
％

の
減
。
固
定
資
産
税
は
評
価
替
え
の
年

で
あ
り
1.5
％
減
、
た
ば
こ
税
も
6.3
％
の

減
。
軽
自
動
車
税
の
み
前
年
度
比
10
・

5
％
増
の
9
0
8
0
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
税
全
体
で
は
1.2
％
の
減
額
計

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
は
地
方
交
付
税
が
前

年
度
に
比
べ
0.5
％
、
額
に
し
て
１
千

万
円
の
減
。
地
方
消
費
税
交
付
金
は

前
年
度
よ
り
19
・
5
％
増
の
6
億
3

千
万
円
。
う
ち
、
社
会
保
障
財
源
分

と
し
て
、
2
億
5
9
4
0
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
土
木
費
国
庫
補
助

金
で
は
、
道
路
橋
り
ょ
う
費
補
助
金

8
2
0
0
万
5
千
円
。
圏
央
道
関
連

で
5
億
9
9
5
0
万
円
。
駅
舎
・
自

由
通
路
関
係
分
と
し
て
1
2
6
1
万

7
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成27年度特別会計
（水道事業を除く）

会　　計　　名 予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計
合 　 　 　 　 　 　 計

81億   331万3千円
4億8,164万1千円

34億4,319万5千円
2,892万9千円

12億3,653万4千円
3億1,227万円  　  

136億   588万2千円

歳 出
　
歳
出
全
体
の
35
・
８
％
を
占
め

る
民
生
費
は
、
前
年
度
比
0.9
％
、

額
に
し
て
5
4
0
5
万
9
千
円
増

の
58
億
79
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
障
が
い
福
祉
関
係
費
が
別
立

て
と
な
り
、
障
が
い
福
祉
支
援
費
11
億

4
3
7
5
万
5
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。

　
繰
出
金
は
介
護
保
険
特
別
会
計
に
、

5
億
4
8
6
万
8
千
円
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
に
1
億
1
1
6
7
万
1

千
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
は

2
億
3
1
5
0
万
5
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
さ
く
ら
小
・
権

現
堂
川
小
へ
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

室
新
設
工
事
に
6

千
万
円
。吉
田
小
・

八
代
小
の
ク
ラ
ブ

室
新
設
設
計
業
務

委
託
料
や
、
第
2

保
育
所
建
設
工
事

実
施
設
計
業
務
委

託
料
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
で
は
、

住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
金
3
0
0

万
円
を
計
上
。

　
土
木
費
で
は
、
橋
り
ょ
う
新
設
改
良

費
と
し
て
、
古
川
橋
架
替
工
事
に
1
億

3
5
6
5
万
円
。
ま
た
、
新
た
に
設
け

ら
れ
た
幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
1
億
4
8
0

6
万
9
千
円
が
計
上
さ
れ
、
事
業
が
進

め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
駅
橋
上
化
お
よ

び
自
由
通
路
整
備
工
事
負
担
金
1
億
4

0
9
4
万
2
千
円
を
計
上
、
今
夏
に
は

仮
駅
舎
工
事
が
施
工
さ
れ
ま
す
。

　
教
育
費
で
は
、
幸
手
市
立
図
書
館
お

よ
び
新
た
に
開
設
さ
れ
た
香
日
向
分
館

を
あ
わ
せ
て
指
定
管
理
を
行
い
ま
す
。

両
図
書
館
の
指
定
管
理
料
と
し
て
8
5

9
8
万
5
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
費
が

予
算
構
成
比
の
35
・
８
％
占
め
る

民
生
費
が

予
算
構
成
比
の
35
・
８
％
占
め
る

　
小
河
原

　浩
和
議
員

　
扶
助
費
を
始
め
と
す
る
市
民
生
活
に

直
結
す
る
事
業
や
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
。
子
育
て
応
援
事
業
と
し
て
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
の
設
置
事
業
や

活
動
助
成
事
業
補
助
金
の
新
設
、
交
通

弱
者
へ
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
や
ソ
フ
ト
面
に
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
予
算
編
成
を
高
く
評
価
す
る
。

　
小
林

　順
一
議
員

　
幸
手
市
の
将
来
に
希
望
を
持
ち
、
さ

ら
な
る
前
進
を
目
指
す
た
め
、
先
行
投

資
的
な
事
業
実
施
は
必
要
で
あ
る
。
市

民
の
期
待
す
る
幸
手
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
、
橋
上
駅
舎
、
東
西
自
由
通

路
の
建
設
、
利
用
者
の
利
便
性
を
重
視

し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
な
ど
の
予

算
に
公
明
党
は
賛
成
す
る
。

　
大
久
保

　忠
三
議
員

　
駅
の
橋
上
化
、
自
由
通
路
の
建
設
、

幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
が
一

体
と
な
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
ま
た
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
さ
く
ら
小
、

権
現
堂
川
小
の
新
設
工
事
。
耐
震
面
で

心
配
で
あ
っ
た
第
2
保
育
所
の
建
設
工

事
実
施
設
計
業
務
委
託
が
計
上
さ
れ
た
。

　

歳 出

歳 入

賛
成
討
論

市税
38.0％

61億4,932万5千円

市税
38.0％

61億4,932万5千円

国・県からの
補助金など

23.6％
38億2,115万6千円

国・県からの
補助金など

23.6％
38億2,115万6千円

地方交付税
12.6％

20億5,000万円

地方交付税
12.6％

20億5,000万円
民生費
35.8％

58億79万円

民生費
35.8％

58億79万円

土木費
16.9％

27億4,646万6千円

土木費
16.9％

27億4,646万6千円

総務費
11.3％

18億2,572万8千円

総務費
11.3％

18億2,572万8千円

衛生費
10.7％

17億2,914万6千円

衛生費
10.7％

17億2,914万6千円

教育費
9.3％

15億802万円

教育費
9.3％

15億802万円

公債費
7.2％

11億5,929万1千円

公債費
7.2％

11億5,929万1千円

消防費
5.7％

9億1,812万9千円

消防費
5.7％

9億1,812万9千円
商工費など

3.1％
5億1,243万円

商工費など
3.1％

5億1,243万円

使用料・手数料、
基金取崩しなど

10.3％
16億7,071万9千円

使用料・手数料、
基金取崩しなど

10.3％
16億7,071万9千円

市債
9.7％

15億6,580万円

市債
9.7％

15億6,580万円

国・県からの交付金など
5.8％

9億4,300万円

国・県からの交付金など
5.8％

9億4,300万円
自主財源合計
48.3％

依存財源合計
51.7％



こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました

（4）（5）

残
高
、
公
債
費
負
担
が
大
き
く
な
る
と

考
え
て
い
る
。
各
年
度
の
財
政
状
況
を

見
な
が
ら
、
き
ち
ん
と
事
業
の
進
展
を

管
理
し
て
い
く
。  

 

質　
市
税
の
う
ち
、
固
定
資
産
税
が
、

3
8
0
0
万
円
ほ
ど
の
減
と
な
っ
て
い

る
が
、
評
価
替
え
に
よ
る
減
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

答　
現
年
課
税
分
は
3
1
7
8
万
8
千

円
の
減
で
計
上
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

評
価
替
え
に
伴
う
の
は
、
土
地
に
つ
い

て
は
、
住
宅
地
で
0.4
％
下
落
、
商
業
地

で
0.4
％
下
落
、
工
業
地
区
で
は
平
均
で

5.6
％
上
昇
し
、
土
地
に
関
し
て
は
約
5

6
5
万
8
千
円
の
増
で
あ
る
。
家
屋
に

つ
い
て
は
、
新
増
築
分
と
合
わ
せ
て
2

7
1
1
万
2
千
円
の
減
で
あ
る
。
そ
の

他
と
し
て
、
償
却
資
産
の
動
向
で
は
、

企
業
の
法
人
税
等
の
額
は
上
昇
し
て
い

る
が
、
設
備
投
資
は
し
て
い
な
い
状
況

の
た
め
減
額
で
計
上
し
て
い
る
。

質　
工
業
地
区
に
つ
い
て
5.6
％
以
上
の

ア
ッ
プ
は
見
込
め
な
い
か
。

答　
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
額
な

の
で
、
変
更
は
で
き
な
い
。

由
に
つ
い
て
。

答　
平
成
23
年
3
月
の
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
の
事
業
認
可
取
得
の
時
点

で
は
旧
3
番
線
に
自
由
通
路
を
お
ろ
す

計
画
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
計
画
は
、

西
口
駅
前
広
場
に
直
接
自
由
通
路
を
お

ろ
す
こ
と
に
よ
り
延
長
が
長
く
な
っ
た

こ
と
や
幅
員
が
広
く
な
っ
た
こ
と
、
現

在
の
計
画
以
前
は
概
算
に
よ
り
算
出
し

て
い
た
こ
と
、
仮
駅
舎
の
費
用
や
跨
線

橋
の
撤
去
費
用
等
が
自
由
通
路
の
補
償

事
業
対
象
に
な
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と

が
主
な
理
由
で
あ
る
。

質　
事
業
費
の
う
ち
、
国
庫
支
出
金
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

答　
28
億
4
5
0
0
万
円
の
う
ち
、
23

億
8
4
4
1
万
6
千
円
が
補
助
対
象
工

事
と
な
り
、
そ
れ
に
対
す
る
55
％
が
補

助
対
象
金
額
と
な
る
。

質　
西
口
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
と

駅
橋
上
化
お
よ
び
自
由
通
路
整
備
事
業

と
で
、
5
年
間
で
53
億
円
近
い
事
業
と

な
る
。
市
債
が
1
6
0
億
円
を
超
え
る

年
が
何
年
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
市
の
財
政
は
大
丈
夫
か
。

答　
今
後
、
大
規
模
な
事
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
当
然
な
が
ら
市
債

質　
駅
橋
上
化
整
備
事
業
と
自
由
通
路

整
備
事
業
を
一
つ
の
事
業
と
し
て
債
務

負
担
行
為
28
億
4
5
0
0
万
円
を
計
上

し
た
理
由
に
つ
い
て
。

答　
事
業
の
内
訳
と
し
て
は
分
割
し
て

い
る
が
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
関
係
な
ど
か
ら
自
由
通
路
に
つ
い
て

は
街
路
事
業
で
、
橋
上
駅
舎
に
つ
い
て

は
自
由
通
路
の
補
償
事
業
と
し
て
一
体

事
業
の
計
画
と
し
て
い
る
た
め
こ
の
よ

う
に
行
っ
た
。

質　
協
定
書
と
し
て
は
2
本
に
分
か
れ

て
い
る
の
に
お
か
し
く
な
い
か
。

答　
協
定
書
に
つ
い
て
は
、
直
近
の
事

業
お
よ
び
過
去
の
判
例
を
参
考
に
、
自

由
通
路
に
つ
い
て
は
請
負
に
該
当
す
る

た
め
議
決
の
必
要
が
あ
り
、
橋
上
駅
舎

に
つ
い
て
は
鉄
道
事
業
者
の
所
有
に
な

る
こ
と
か
ら
寄
附
に
該
当
す
る
た
め
議

決
の
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
協

定
書
は
2
本
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
体

的
に
捉
え
て
い
る
た
め
に
、
5
年
間
の

債
務
負
担
行
為
と
し
た
。

質　
自
由
通
路
事
業
費
が
当
初
の
7
億

8
千
万
円
か
ら
16
億
円
ま
で
増
え
た
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質　
現
給
保
障
と
な
る
該
当
者
数
と
影

響
額
は
い
く
ら
か
。

答　
予
算
措
置
上
で
は
、
約
1
5
0
人

程
度
と
考
え
て
い
る
。
給
料
は
、
平
均

2
・
16
％
減
、
特
に
高
齢
層
に
つ
い
て

は
4
％
程
度
の
引
き
下
げ
と
な
る
が
、

地
域
手
当
が
上
が
り
、
現
給
保
障
さ
れ

る
た
め
、
手
当
て
を
含
ん
だ
予
算
総
額

は
、4
2
3
万
8
千
円
の
増
額
と
な
る
。

質　
繰
越
明
許
費
3
5
9
万
9
千
円
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
駅
舎
の
建
築
確
認
に
係
る
事
業
の

手
続
き
が
済
ま
な
か
っ
た
た
め
、
繰
越

明
許
の
設
定
を
し
た
。

　
介
護
給
付
費
の
増
加
に
伴
い
保
険
料

負
担
も
増
大
し
て
い
る
中
で
、
よ
り
安

定
的
な
介
護
保
険
制
度
の
運
営
の
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
被
保
険
者
の
方
の
負
担
能
力
に
応
じ

て
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
幸
手
市
で
は
第
6
期
介
護
保
険
事
業

計
画
（
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
3
年
間
）
に
お
い
て
所
得
段
階

別
の
加
入
者
割
合
等
を
考
慮
し
、
国
の

示
す
標
準
9
段
階
と
し
た
所
得
段
階
区

分
に
改
正
し
ま
す
。

　
な
お
、
基
準
額
と
な
る
所
得
段
階
第

5
段
階
は
5
万
6
4
0
0
円
で
、
そ
の

他
の
所
得
段
階
の
保
険
料
率
は
合
計
所

得
金
額
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準

額
に
対
す
る
割
合
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

　
改
正
後
の
規
定
は
、
平
成
27
年
度
以

降
の
年
度
分
の
保
険
料
か
ら
適
用
し
、

平
成
26
年
度
以
前
の
年
度
分
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
従
前
の
例
に
よ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
地
域
支
援
事
業
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
29
年

度
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
も
の
で
す
。

　
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
は
平
成

26
年
8
月
29
日
、
日
本
政
府
に
対
し
て
、

い
わ
ゆ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
問
題
に

「
毅
然
と
対
処
」
し
、
法
律
で
規
制
す

る
よ
う
勧
告
す
る
最
終
見
解
を
公
表
し

た
。

　
最
終
見
解
で
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
規
制
す
る
た
め
の
措
置
が
、
抗
議
す

る
権
利
を
奪
う
口
実
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
前
提
と
し
、「
社
会
的
弱

者
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
か
ら
身
を
守
る

権
利
」
を
再
認
識
す
る
よ
う
指
摘
し
た
。

　
そ
し
て
、
憎
悪
お
よ
び
人
種
差
別
の

表
明
や
デ
モ
・
集
会
に
お
け
る
差
別
的

暴
力
に
断
固
と
し
て
対
処
す
る
こ
と
や
、

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

と
闘
う
た
め
適
切
な
手
段
を
と
る
こ
と
、

そ
う
し
た
行
為
に
つ
い
て
責
任
の
あ
る

個
人
・
団
体
を
捜
査
・
起
訴
し
た
り
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
政
治
家
・
公

人
に
制
裁
措
置
を
と
る
こ
と
な
ど
を
、

政
府
に
勧
告
し
て
い
る
。

　
我
が
国
は
、
国
民
に
自
由
と
権
利
を

保
障
す
る
と
と
も
に
、
基
本
的
人
権
を

尊
重
し
、
法
の
支
配
を
尊
ぶ
民
主
主
義

国
家
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
国
連
人

種
差
別
撤
廃
委
員
会
の
勧
告
を
誠
実
に

受
け
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
係
る

法
整
備
を
速
や
か
に
行
い
、
適
切
な
措

置
が
図
れ
る
よ
う
、
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
幸
手
市
議
会
と
し
て
衆
参
両
院
議
長

等
に
送
る
こ
と
を
「
賛
成
全
員
」
で
可

決
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

公
平
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

倉
繁

　健
一

　氏

山
口

　寿
通

　氏

河
村

　成
子

　氏

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
長

教
育
長

山
西

　
　実

　氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

誹謗

中傷

差別

煽動

××
××

　
現
行
の
1
0
0
世
帯
単
位
で
分
類
し

て
い
る
均
等
割
を
50
世
帯
単
位
に
細
分

化
し
、
併
せ
て
世
帯
割
を
廃
止
す
る
こ

と
に
よ
り
、
区
長
報
酬
の
所
掌
世
帯
数

に
伴
う
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
た
め
、
区

長
報
酬
を
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。区長年額報酬

50世帯まで
100世帯まで
150世帯まで
200世帯まで
250世帯まで
300世帯まで
350世帯まで
400世帯まで

401世帯以上

2 0 , 0 0 0 円
3 0 , 0 0 0 円
4 0 , 0 0 0 円
5 0 , 0 0 0 円
6 0 , 0 0 0 円
7 0 , 0 0 0 円
8 0 , 0 0 0 円
9 0 , 0 0 0 円

1 0 0 , 0 0 0 円

総
務
常
任
委
員
会

問答問答

答答 問問問

答答 答問 問

問 問答答

意
見
書
案
第
1
号

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
係
る
法

整
備
」
を
求
め
る
意
見
書
案
を
可
決

幸
手
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

幸
手
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

幸
手
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

幸
手
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

幸
手
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

幸
手
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
　
　（
議
案
第
1
号
）

平
成
26
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　 

（
第
７
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
17
号
）

平
成
27
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　  

（
議
案
第
21
号
）


